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上川教育研修センター研究発表会Ⅱ 兼 北海道教育大学附属旭川中学校公開研究会Ⅲ  

北海道教育大学附属旭川中学校第３学年 数学科 学習指導案 

日 時 令和７年 12月２日（火）13：25～14：15 

生 徒 北海道教育大学附属旭川中学校３年 C 組 34 名 

指導者 林 尚輝 

 

１ 単元名    「標本調査」 

 

２ 単元について 

（１）本単元に関わる学習指導要領の目標および内容（抜粋） 

 

（２）生徒の実態 

 ４月から数学の学習全般に関わるアンケート調査の結果は以下の通りである。 

設問 ４月 ７月 11月 

①数学は自分の生活に役立っていると思う 75.0％ 79.1％ 73.6％ 

②数学の問題を解くときには仲間と協力・相談することが大切だ 90.0％ 94.5％ 89.0％ 

③これまでに学習したことを、次の学習に活用できないか考えている 83.0％ 90.1％ 89.0％ 

④これまでに学習したことを、普段の生活に活用できないか考えている 48.0％ 55.0％ 62.6％ 

 ポイントの昇降は見られるものの、設問④からは今年度取り組んでいる“数学と生徒の生活との関わり”を

意識した授業構想が有効に働いていると捉えることができる。 

【学習指導要領】～数学科の目標と内容～ 

（第３学年） 

１ 目 標 

（１）数の平方根，多項式と二次方程式，図形の相似，円周角と中心角の関係，三平方の定理，関数𝑦 = 𝑎𝑥2，

標本調査などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（２）数の範囲に着目し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて数量の関係や法則などを考察

したりする力，図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する

力，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，標本と母集団の関

係に着目し，母集団の傾向を推定し判断したり，調査の方法や結果を批判的に考察したりする力を養

う。 

（３）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態

度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め，よりよく問題解決

しようとする態度を養う。 

 

２ 内容 

Ｄ データの活用 

（１）標本調査について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）標本調査の必要性と意味を理解すること。 

（イ）コンピュータなどの情報手段を用いるなどして無作為に標本を取り出し，整理すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ア）標本調査の方法や結果を批判的に考察し表現すること。 

（イ）簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向を推定し判断すること。 

〔用語・記号〕  全数調査 
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また、上川教育研修センターの研究内容１、北海道教育大学附属旭川中学校の研究内容のそれぞれと関連し

た生徒の実態をアンケート結果とともに以下に示す。 

上川教育研修センターでは、単元設計において、「生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通し」、「資質・能

力を身に付けるための自己選択の機会と学び合い」、「学びの価値を感じる振り返り」に焦点を当てて授業設計

を行っている。３つの視点に関連して、数学の授業において、以下のような実感を得られているのかアンケー

ト調査を行った。 

結果から、①の設問については課題があると捉えることができる。数学の学習においては、設定された課題 

が自分事になっていると生徒が実感しているこ

とが重要である。生徒の主体的な学びの実現に

向けて、授業においては、それぞれの学習内容を

学ぶ意味や必要性、また、その学びが自分にどの

ように関わっているのかなどをより強く実感さ

せることが重要であると考えられる。 

 

附属旭川中学校では、教科の学習が生徒の社会や生活、文化に溶け込むような学び（オーセンティックな学

び）の実現を目指している。授業設計にあたり、中学校数学科における４領域の学びにおける生徒の認識につ

いてアンケート調査を行った。 

結果から、本単元を含むデータの活用領域においては、生活や社会との関わりを比較的強く感じていること

がわかる。下の設問の回答の理由記述においては、ニュースやスポーツ、テストの分析など、社会や学習の具

体的な場面におけるデータやグラフの活用を意識している生徒も多く、数学的な見方・考え方が他教科や日常

に広がっている傾向が見られる。一方で、「箱ひげ図などは実生活で見たことがない」とする声もあり、授業 

で扱う統計的表現と実社会との接点を感じにくい生徒

もいる。学習内容をより実感的にするためには、ニュー

ス記事や身近なデータを教材化し、授業で扱う統計的表

現が問題解決に有効に働くことを実感させることが重

要であると考えられる。 

 

３ 単元の目標と評価規準 

（１）単元の目標 

・標本調査や全数調査の必要性と意味を理解し、無作為に標本を抽出し、整理することができる。 

・標本調査を活用して母集団の傾向をとらえ説明することができる。 

・標本調査について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそ

うとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 

 

（２）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①標本調査の必要性と意味を理解

することができる。 

②コンピュータなどの情報手段を

用いるなどして無作為に標本を

取り出し、整理することができ

る。 

①標本調査の方法や結果を批判的

に考察し、表現することができ

る。 

②簡単な場合について標本調査を

行い、母集団の傾向を推定し判断

することができる。 

①標本調査を用いることの意味や必

要性を考えようとしている。 

②標本調査について学んだことを生

活や学習に生かそうとしている。 

③標本調査を活用した問題解決の過

程を振り返って評価・改善しよう

としている。 

※４件法における肯定的な回答の割合 

①その学習内容を学ぶ意味や必要性（必然

性）を実感している。 
74.7% 

②自分で問いを立てたり仲間と協働して問題

を解決したりした実感がある。 
90.1% 

③振り返りによって自分の学びが確かなもの

になっている実感がある。 
90.1% 

  

 

※４件法における肯定的な回答の割合 

それぞれの領域の学習は自分自身の生活や社会の出来事

と関わり・溶け込みを感じるか。 

A数と式 B図形 C関数 D データの分析 

71.4％ 65.9％ 74.7％ 89.0％ 
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４ 単元の指導計画と評価計画 

（１）単元のねらいと上川教育研修センター研究内容１との関わり 

 ①児童生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通し 

生徒が主体的に学ぶためには、学習内容が自分自身の生活やその後の学習と関わりがあることを実感する

とともに、単元または１単位時間の授業によって自らがどんなことを得られるのか見通しをもった学びとな

ることが重要であると考える。本単元の指導にあたっては、架空のデータと実際のデータをバランスよく扱

うことで、標本調査の意味や必要性を理解させるとともに、自らの課題意識がある問題の解決に標本調査が

役立つことを実感させたい。また、身近にある調査や検査などの特徴を考えながら、一部のデータによる調

査が本当に母集団の様子を表しているといってよいのかという点について問いをもたせる。単元の学習を通

して標本調査の価値を実感させることを目指す。 

 ②児童生徒が資質・能力を身に付けるための自己選択と学び合い 

  データの活用領域においては、データの整理の方法として、中学校第 1 学年でヒストグラム、相対度数、

累積度数、第２学年では箱ひげ図などを中心に学習している。実際に標本を取り出し、整理する場面では、

これまでに学習してきたデータの整理の方法から目的に合った適切なものを選択させたい。また、標本調査

においては、標本の大きさによって、読み取れる母集団のデータの傾向が変わってくる。主張したい事柄の

根拠となるような、適切な標本の大きさを意思決定させ、自分の考えと他者の考えの比較から対話的な学び

を促し、標本調査に対する深い学びをねらう。 

 ③児童生徒が学びの価値を感じる振り返り 

  本単元での振り返りは、第４時と第７時に設定する。第４時では、標本調査の意味理解を深めることを目

的として、標本調査における基本的な考え方について振り返る。また、第７時では生徒が自ら PPDACサイ

クルを意識した統計的問題解決のプロセスを経験したうえで、どのようなことに気を付けて標本調査による

母集団の推測をしたのか、また、他者の計画・実行した標本調査を用いた問題解決を批判的に考察し、より

よい標本調査の方法について考えることにより学びを振り返らせる。 

 

（２）単元のねらいと附属旭川中学校研究内容との関わり 

①「本質的な問い」による学びとの出会い 

   本単元の導入において、標本調査の意味を確認したうえで、実際の事象における母集団と標本の数に触れ、

標本の少なさから「本当にこれで全体の様子を表しているといってよいのか」といった問いを見いだせるよ

うにする。この問いを解決する過程において「一部を抽出したデータによって母集団の様子を推測すること

ができ、標本の大きさを大きくするほどその精度は高くなる」といった永続的理解につながるようにする。

単元の終盤にはパフォーマンス課題として自由度の高い課題を設定し、単元の４時間目までに学習したこと

を生かした問題解決とその過程でどのような考え方をしたか、なぜその結論になったかなどについても表現

させ、単元全体を総括できるようにする。 

 ②「自己決定を促す」学びのサイクル 

   本校数学科では、生徒が自己決定をする際に、多様な思考に出会い、数学的な見方・考え方を働かせて自

己の考えを明確にすることを重視している。本単元の指導にあたっては、自らの考えと他者の考えとを比較

することで、より意思決定の根拠を明確にしたり、それぞれの考え方を批判的に考察したりする場面を設定

する。そのうえで、データをどのように整理するとよいか、目的に合ったまとめ方は何か、分析したデータ

をどのように自らの意思決定に生かすかなど PPDAC サイクルのすべての相において自己決定のもと問題

解決が進んでいる実感をもたせたい。 
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（３）単元計画（７時間） 

 

時 

数 

〇教師の働きかけ 

・「教科の特質を生かした発問」 

〇児童の学習活動 

・「予想される反応」 
知 思 主 

１ 

 

○調査についてのスライドを提示し、学習内容を

焦点化させる。 

 

○身の回りにはどんな調査や検査があるか考えさ

せる。 

 

○調査の対象が異なる調査を取り上げ、全数調査

と標本調査について説明する。 

・「数学ではたくさんのものがあるときどんなこ

とを考えたかな？」 

 

○身のまわりの調査について、全数調査と標本調

査に分類させる。 

 

・「それぞれの調査にはどんな特徴があるかな？」 

※調査にはおよその結果がわかればよいものもあ

ることを確認し、正確な結果が必要な調査と比

較しながらその調査方法について問う。 

 

○TV番組の視聴率調査を取り上げ、どちらの調査

によるものか考えさせる。 

○視聴率調査のプロセスを考えさせ、PPDAC サ

イクルとの関連について確認する。 

・「みんながテレビ局の人だったら、どんな考え

によって何のために視聴率を調べるかな？」 

 

 

 

 

 

 

○視聴率調査における母集団と標本について確認

し、その数を提示することで、標本の少なさに

着目させ、単元の問いを設定する。 

・「母集団と標本の数を見て、気になることはな

いだろうか？」 

 

 

 

○「調査」について目を向ける。 

 

 

・「水質調査」 ・「アンケート調査」 

・「学力調査」 ・「身体測定」 

 

○全数調査と標本調査の特徴を考える。 

 

・「分類する」 

・「仲間分けする」 

 

○それぞれの調査の具体的な方法を想起し、全数

調査と標本調査に分類する。 

 

・「全数調査は大変、お金がかかる」 

・「標本調査は楽だけど正確といえなさそう」 

 

 

 

・「視聴率はおおよその結果がわかればよいから

標本調査かな」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これは本当に正しい調査なのか？ 

①  ① 

研究内容２との関わり 

単元の問い 標本調査は本当に全体の様子を表しているといってよいのか？ 
う 

統計的問題解決の過程を自分事として捉えさせ、調査のプロセスが PPDACに沿っていることから、数学

と実生活の関わりを意識させる。 

問題 身の回りにはどんな調査があるだろうか？ 

課題 それぞれの調査の性質について考えよう。 

目標 標本調査の意味とその特徴を理解する。 

発問の意図 可視化の意図 〇指導に生かす評価●記録に残す評価 

Ｄata 
標本調査で各家庭
がどんな番組を見

ているかデータを
収集する 

Problem 
ＴＶ視聴者はどん
な番組に関心があ

るのかな？ 

Analysis 

どんな家庭でどん
な番組が多く視聴
されているか分析

する 

Plan 
正確なデータが必
要か？どれくらい

のサンプルがあれ
ばよいか？ 

Conclusion 
こういう番組が多
く視聴されている

からこんな番組を
構成しよう 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○太郎くんの考えに対する自分自身の立場を決め

させる。 

 

○提示された問題にある調査方法の改善案を考え

させる。また、他者の改善案と比較させ、自分に

なかった視点や標本調査において大切な考え方

について考えさせる。 

・「アンケート調査においてどんなことが重要な

のだろうか？」 

○「部活ごとに」「出席番号の○番ごとに」など無

作為抽出と思われるものでも、意図が含まれる

ものもあることに触れる。 

 

○標本調査には様々な抽出方法があることを理解

させたうえで、母集団の傾向をより正確に推測

するためには、標本を無作為に抽出することが

重要であることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この調査方法による結論の出し方が正しいか

考える。 

 

○改善案をスライドにまとめる。 

・いろいろな場所でアンケートをとる 

・人数をもっと増やす 

 

・バランスよくいろいろな人にきく 

 

 

 

 

 

○無作為抽出の方法を教科書で確認し、実際に無

作為抽出の方法を試す。 

・くじ引き  ・乱数さい 

・乱数表   ・コンピュータを使う方法 

 ①  

３ 

 

本 

時 

 

 

 

 

 

 

○数個のデータを標本としてとり、その平均値を

計算する方法に焦点化する。 

・「なぜこんなに標本平均がばらつくのだろう？」 

 

○スプレットシートによる模擬実験の方法を説明

し、データをを箱ひげ図などに表して、考察と

結論をスライドにまとめさせる。 

○標本調査において何が重要かを振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

○どの標本をとったかによってばらつきが大き

いことに気付く。 

・標本の大きさが小さい 

 

○箱ひげ図や範囲、ヒストグラムなどの観察から

異なる標本の大きさによる標本平均と母平均

の関係について考察する。 

○標本の大きさを大きくすることのメリットと

デメリットを考える。 

 ①  

課題 標本の大きさを大きくすると標本平均のばらつきは本当に小さくなるのか？ 
う 

問題 

ある平日１日あたりの「学習目的を除いたスマホ・タブレット利用時間」について、附属中全校

生徒の平均を求めるために、無作為に３人を抽出して標本調査を行うことにした。この調査方法

は適切だろうか。 

 

課題 標本調査の方法をどのように改善すればよいだろうか？ 

問題 

全校生徒約 300 人のある中学校で、来年から球技大会がなく

なるという話があがった。納得いかないサッカー部の太郎くん

は、全校生徒から 100 人選んでアンケート調査をし、その結果

を先生に伝えようと考えた。部活が始まる前後に、周りにいた

サッカー部や野球部、バレー部、テニス部の 100 人に好きな行

事のアンケートをとったところ、右のような結果になった。 

太郎くんはこの結果をまとめ、「球技大会よりも合唱コンク

ールや美術館見学をなくすべきだと思います。」と先生に伝え

た。先生は納得しただろうか。 

目標 無作為抽出の必要性に気付き、調査の方法を批判的に考察することができる。 

目標 標本の大きさが異なる標本平均の散らばりの様子と実際の母平均を比較し、データを整理
した図やグラフを用いて、それらの関係を説明することができる。 

・層化抽出…母集団をいくつかのグループ(層)に
分け、それぞれから無作為に抽出 

・系統抽出…一定の間隔ごとに規則的に抽出 
・便宜抽出…手に入れやすい人や場所など、都合

のよいものを抽出 
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４ 

 

 

 

 

○標識再捕法を紹介し、集団そのものの数の推定

をすることもできることを確認する。 

○具体物を使った実験により、実際の個体数の調

査をモデル化する。 

 

○比例式の考えを引き出し、２つの比を等号で結

んでよい理由を問いながら問題を解決する。 

 

・「推定の精度をより高めるにはどんな工夫が考

えられるかな？」 

 

 

 

 

○標本再捕獲法が実際に使われていることとそ

の方法を理解する。 

○実験により、実際の調査のイメージをもつ。 

 

 

○無作為に抽出していることで母集団中の対象

の割合と標本中の対象の割合が等しいとみな

して立式する。 

・標本の大きさを大きくする 

・何度か調査を行う 

 ②  

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５時間目】（Ｐr→Ｐl）問題発見→計画 

○調査の計画とともに、その調査によってどんな

結果が得られそうか見通しを立てる。 

○調査内容と調査方法を考えさせる。 

○６時間目実施までに、抽出した標本となった生

徒に対してアンケートをとらせる。（Ｄ） 

 

【６時間目】（Ａ→Ｃ）分析→結論 

○標本調査の結果をもとに母集団の平均値、また

は傾向を推測し、各グループの全数調査の結果

を与え、実際の傾向と調査結果を比較する。 

○これまでに学習したデータの整理方法から目的

に合ったものを選択し、結論を示す根拠となる

ように整理させる。 

 

【７時間目】（Ｃ→Ｐ）結論→問題発見 

○自分の班の探究によって気付いたことや学んだ

こと、各班の発表を見て学んだことや新たに考

えられる問いをメモさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○班で調査内容とその理由、調査方法を考え調査

の計画を立てる。 

 

○全数調査で学年全体に問うアンケート内容を

考える。 

 

 

○無作為抽出と非無作為抽出の２通り以上の方

法で行った標本調査をもとに、どちらの方法が

より正確に母集団の傾向をつかむことができ

たのか、またその要因（理由）は何かを明らか

にする。 

○グループで協力し、スライドを作成する。 

 

 

○調査結果を発表する（各班３分以内）。 

○発表を聞きながら、新たな問いを見いだせない

か考える。 

❷ ① 

❷ 

② 

❸ 

 

問題（パフォーマンス課題） 

自分たちが調査したい内容を決め、標本調査によって母集団の平均値、または傾向を推測しな

さい。ただし、母集団は３学年全体とし、無作為抽出とそうでない抽出の２通りの標本の選び方

をした調査を行い、結果を表や図などで表現して比較し、スライドにまとめて結論を導くこと。 

目標 自らの課題意識がある問題の解決に標本調査をどのように活用できるか検討するととも

に、仲間と意思決定をしながら母集団の傾向を推測することができる。 

問題 

山にいるクマの個体数はどのように調べればよいのだろうか。 

目標 簡単な実験を通して、標本調査で母集団の数量を推定する方法を見いだすことができる。 

課題 実験からどんな式が考えられるだろうか。 
う 
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５ 本時の学習（７時間扱いの３時間目） 

（１）目標 

標本の大きさが異なる標本平均の散らばりの様子と実際の母平均を比較し、データを整理した図やグラフを

用いて、それらの関係を説明することができる。 

 

（２）学習評価 

無作為抽出による標本調査において、標本の大きさを大きくするほど、標本平均の分布のばらつきが小さく

なり、母平均をより正確に推定できるようになることを箱ひげ図などを用いて説明することができている。 

 

（３）本時のねらいと上川教育研修センター研究内容２との関わり 

①教科の特質を生かした発問ついて 

・「なぜこんなに標本平均がばらつくのだろう？」 

・「データをどう整理して、図（グラフ）がどうなれば、ばらつきが小さくなったといえるのだろう？」 

 

 

 

 

 

 

②思考を束ねる可視化の手立てについて 

  ・板書の構造化と ICTの活用 

 

 

 

 

 

 

  ※板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の方法や特徴に着目し、標本の大きさが増すことで標本平均が母集団平均に近付くという傾向

に着目し、数学的な見方・考え方を働かせた予測を促したい。また、これまでに学習した範囲やヒスト

グラム、度数折れ線、箱ひげ図など、ばらつきを表現できるデータのまとめ方を生徒から引き出すこと

で、主体的な学習をねらう。 

板書を有効に活用し、生徒の思考の共有を促したい。特に、標本平均のばらつきを可視化するものと

して箱ひげ図やヒストグラム、ドットプロットが考えられる。標本の大きさを大きくすることによって、

それらの概形がどのように変化しそうかを予想することで活動の見通しをもたせると同時に、思考の共

有を図る。また、スプレットシートを活用した模擬実験をもとに作成した箱ひげ図やヒストグラムなど

の観察を通して、考察と結論をスライドにまとめる。それらの共有により、自分と他者の考えの比較を

通して多様な考えにふれ、自らの考え方を調整したりより確かなものにしたりすることをねらう。 
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（４）展開 

過

程 〇教師の働きかけ  ・「発問」 〇生徒の学習活動  ・「予想される反応」 

導 

入 

 

１ 

２ 

分 

○中学生のスマホ利用時間に関わるニュース動画と

実際の事前調査の結果を提示し、附属中３年生の使

用状況を問いかけ、問題の文脈設定をする。 

 

 

 

○標本の大きさによる不適切さとばらつきの可能性

に着目させる。 

〇母集団のデータを提示し、３人の標本で平均を出し

た場合について確認する。 

○動画※を視聴し、自分たちのスマホ利用時間に

目を向ける。 

※https://www.youtube.com/watch?v=UUzrHRkslI0 

 

 

 

○標本の大きさに着目し、３人では不適切な理由

を考える。 

○３人の標本で、ICTを用いて母集団から無作為

に抽出し、標本平均を計算する。 

展 

開 

３ 

０ 

分 

○標本平均のばらつきに着目させ、ばらつきの理由に

ついて問いかけることで課題を焦点化させる。 

・「なぜこんなに標本平均がばらつくのだろう？」 

 

○ばらつきはどんな表し方があったかを問う。 

 

・「ばらつきが小さくなっていることが目で見てはっ

きりわかる示し方はあるのかな？」 

・「データをどう整理して、図（グラフ）がどうなれば、

ばらつきが小さくなったといえるのだろう？」 

 

 

 

○スプレットシートによる模擬実験の方法を説明し、

標本の大きさを変えた標本平均を SGRAPA に入力

させ、分析したデータをスライドにまとめさせる。 

 

○小集団で自分の考察と結論を発表させ、数名に全体

で発表させる。 

○標本の大きさを大きくすることでばらつきが小

さくなると直観的に予測する。 

・「標本の数が少ない。」 

 

○ばらつきは範囲や箱ひげ図によって整理できる

ことを振り返る。 

・「箱ひげ図」「ドットプロット」 

 

・「標本の大きさを大きくして変化を見る。」 

・「範囲や箱ひげ図がどんどん小さくなっていた

らよい。」 

・「ヒストグラムの山がまとまっていけばよい。」 

 

○箱ひげ図や範囲、ヒストグラムなどの観察から

異なる標本の大きさによる標本平均と母平均の

関係について考察する。 

 

・「標本の大きさを大きくするほど、範囲はどんど

ん小さくなっている（箱ひげ図もだんだん小さ

くなっている）。」 

終 

末 

  

８ 

分 

○本時の学習内容を実際の標本調査に置き換えて考

えたとき、標本調査においてはどんなことが重要に

なってきそうかを考えさせ、学習を振り返らせる。 

 

○問題の解決を促す。 

 

○教科書 P241を確認し、展開の中で度数折れ線やヒ

ストグラムの考え方が出てきていない場合は教科

書の記載をもとに SGRAPAで提示する。 

・標本の大きさを大きくした方が母集団の様子は

より正確に推定できる。しかし、時間や労力が

かかることもあるため、適切な標本の大きさを

設定することが重要である。 

○本時のデータ分析を踏まえて、標本の大きさが

３人の標本調査の適切さについて再考する。 

○標本平均と母平均の関係について振り返り、箱

ひげ図や度数折れ線による表し方のよさや見や

すさについて考える。 

 

問題 
ある平日１日あたりの「学習目的を除いたスマホ・タブレット利用時間」について、附属中全校生

徒の平均を求めるために、無作為に３人を抽出して標本調査を行うことにした。この調査方法は適切
だろうか。 

課題 標本の大きさを大きくすると標本平均のばらつきは本当に小さくなるのか？ 
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（５）参考資料 

①本時のスライド（生徒が作成した例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②本時で活用するスプレッドシート      ③教科書 P241の一部 

https://docs.google.com/spreadsheet

s/d/1cp8i-

9RQ8ict2MgW5gPQPrVjMN5D2gnKVtw-

kvAjnsw/edit?usp=sharing 

 

 

 

 

 

 

④学習指導要領解説（数学編）の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1cp8i-9RQ8ict2MgW5gPQPrVjMN5D2gnKVtw-kvAjnsw/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1cp8i-9RQ8ict2MgW5gPQPrVjMN5D2gnKVtw-kvAjnsw/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1cp8i-9RQ8ict2MgW5gPQPrVjMN5D2gnKVtw-kvAjnsw/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1cp8i-9RQ8ict2MgW5gPQPrVjMN5D2gnKVtw-kvAjnsw/edit?usp=sharing
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⑤本時に至るまでの板書 

  （１／７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２／７） 
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単元デザイン案 中３ 数学科「標本調査」 

単元の目標 

・標本調査や全数調査の必要性と意味を理解し、無作為に標本を抽出し、整理することができる。 

・標本調査を活用して母集団の傾向をとらえ説明することができる。 

・標本調査について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題

解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 
 

 〇教師の手立て ・「発問」 ○生徒の学習活動 ・「予想される生徒の思考」 知 思 態 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

４ 

 

【小単元１：標本調査の意味理解】 

○身の回りにはどんな“調査”や“検査”があるか考

えさせ、それらを分類させることで全数調査と標本

調査に着目させる。 

・「身の回りにある調査や検査にはどんなものがあり

ますか？ 

 

 

○無作為に抽出することの必要性に気付き、その方法

について考えさせる。 

・「アンケート調査においてどんなことが重要なのだ

ろうか？」 

 

○母平均を推測するうえで標本平均のばらつきを小

さくするにはどうすればよいか考えさせる。 

・「なぜこんなに標本平均がばらつくのだろう？」 

 

 

○簡単な実験を通して、標本調査によって母集団の総

数を推測できることを実感させる。 

・「推定の精度を高めるにはどんな工夫が考えられる

かな？」 

 

 

・「標本調査は本当に調査をしたといってよいのか

な？」 

・「全員を対象にしている調査と、一部だけを対象に

している調査があるのはなぜだろう？」 

 

 

 

 

 

・「無作為に抽出することが大切だ。」 

 

 

 

 

・「標本の数が小さいからではないかな？」 

・「ヒストグラムや箱ひげ図にまとめて比較してみ

よう。」 

 

 

・「標本の大きさを大きくする。」 

・「実験の回数を増やす。」 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

② 

 

① 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

【小単元２：標本調査を用いた探究】（３時間扱い） 

〇パフォーマンス課題を提示し、生徒の関心を高め

る。 

・「学年全体のデータはどんな傾向があるかを、どん

な方法で確かめるとよいかな？」 

 

〇標本調査の結果をもとに母集団の平均値、または傾

向を推測する。 

 

 

 

 

○他者の発表から気付いたことや学びをメモさせる。

母集団のデータも同時にとり、全数調査の結果を明

らかにした上で、標本調査の正確性について探究で

きるようにする。 

 

 

 

〇自分たちで調べたい内容を決め、標本調査を用い

て母集団の傾向を推測する。 

・「標本調査で調べる。」 

 

 

○調査の内容をスライドにまとめる。 

・「標本の大きさによって正確さは変わってきそう

だな。」 

・「ばらつきが出てきそうだから、数回分のデータを

まとめて比較することもできそう。」 

 

○新たな問いを見出せないかという視点を踏まえな

がら、仲間が探究した内容について学びとる。 

 

❷ 

 

 

 

① 

❷ 

 

 

② 

❸ 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①標本調査の必要性と意味を理解するこ

とができる。 

②コンピュータなどの情報手段を用いる

などして無作為に標本を取り出し，整

理することができる。 

①標本調査の方法や結果を批判的に考察

し，表現することができる。 

②簡単な場合について標本調査を行い，母

集団の傾向を推定し判断することがで

きる。 

①標本調査を用いることの意味や必要性

を考えようとしている。 

②標本調査について学んだことを生活や

学習に生かそうとしている。 

③標本調査を活用した問題解決の過程を

振り返って評価・改善しようとしてい

る。  

単元の問い 標本調査は本当に全体の様子を表しているといってよいのか？ 
 

 

単元の問いの解決 

・一部のデータの調査でも、ほぼ正確に母集団の傾向を推測することができる。 

・標本調査における標本の大きさは大きくするほど母集団のデータの傾向に近くなるが、費用、時間、手

間などが増えるため適切な標本の大きさを考えることが重要である。 
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